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（単位：百万円）

予算額 決算額
差　　　額

（決算－予算）
備考

収入

運営費交付金 36,428 37,119 690 （注１）

うち補正予算による追加 - - - 

施設整備費補助金 3,636 2,463 △1,173 （注２）

補助金等収入 4,707 4,280 △427 （注３）

自己収入 45,001 47,660 2,659 

授業料、入学金及び検定料収入 9,372 9,311 △61 （注４）

附属病院収入 33,824 36,177 2,353 （注５）

雑収入 1,805 2,172 366 （注６）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 16,774 22,549 5,775 （注７）

引当金取崩 - 1,160 1,160 （注８）

目的積立金取崩 - 3 3 （注９）

前中期目標期間繰越積立金取崩 2,075 1,826 △249 （注10）

108,625 117,064 8,439 

支出

業務費 83,791 85,439 1,647 （注11）

教育研究経費 48,836 48,795 △40 

診療経費 34,955 36,643 1,688 

施設整備費 3,636 2,463 △1,173 （注12）

補助金等 4,422 4,171 △251 （注13）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 16,774 19,083 2,308 （注14）

108,625      111,157      2,532 

- 5,907        5,907        

※本報告書は百万円未満切り捨てにより作成しております。

令 和 ５ 年 度　　決 算 報 告 書

区　　　　　　　分

計

計

収　入　　－　　支　出

国立大学法人北海道大学



○予算と決算の差異について

（注１）運営費交付金については、予算段階では計上していなかった追加交付があったため、予

算額に比して決算額が６９０百万円多額となっております。

（注２）施設整備費補助金については、一部事業が翌年度に繰越となったため、予算額に比して

決算額が１，１７３百万円少額となっております。

（注３）補助金等収入については、受入額の減少により、予算額に比して決算額が４２７百万円

少額となっております。なお、本収入には、授業料等減免費交付金が３０７百万円含ま

れており、本補助金は授業料等免除に使用しております。

（注４）授業料、入学金及び検定料収入については、主に授業料収入が減少したため、予算額に

比して決算額が６１百万円少額となっております。

（注５）附属病院収入については、診療単価の上昇等により、予算額に比して決算額が

２，３５３百万円多額となっております。

（注６）雑収入については、学校財産貸付料等の増収に努めたため、予算額に比して決算額が

３６６百万円多額となっております。

（注７）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階では予定していなかった国

（の各組織、特殊法人）及び民間からの受託研究等の獲得に努めたため、予算額に比し

て決算額が５，７７５百万円多額となっております。

（注８）引当金取崩については、引当金による退職手当及び賞与の支払いや補助金の返還に伴い、

経費相当分を取り崩したことにより、予算額に比して決算額が１，１６０百万円多額と

なっております。

（注９）目的積立金取崩については、予算段階では予定していなかった事業の実施に伴い、経費

相当分を取り崩したことにより、決算額が３百万円多額となっております。

（注10）前中期目標期間繰越積立金取崩については、一部事業が翌年度に繰越となったため、

予算額に比して決算額が２４９百万円少額となっております。

（注11）業務費については、病院収入の増収に伴い診療経費が増加したことにより、予算額に

比して決算額が１，６４７百万円多額となっております。

（注12）（注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が１，１７３百万円少額となって

おります。

（注13）（注３）に示した理由により、予算額に比して決算額が２５１百万円少額となっており

ます。

（注14）（注７）に示した理由により、予算額に比して決算額が２，３０８百万円多額となって

おります。




